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４～６年生が、児童委員会活動の一つで赤い羽根共同募金を年末に行いました。１月１５日（木）には、

社会福祉協議会より会長さん、事務局長さんが来校され、校長室で集めた募金の贈呈式を行いました。 

自分達の募金が、社会に役立てられているという実感を得ることにつながったと思います。子ども達の

表情はとても誇らしげで喜びに満ちていました。 

１月１５日（木）には火災避難訓練もありました。前日の１４

日（水）には、日南市に林野火災注意報が発令されており、例年

になく子ども達の真剣さが伝わってくる訓練となりました。４年

生以上の子は消火器訓練もできて、学びの多い訓練でした。 

 １月２０日（火）、ふれあい健やかセンターで「第１７回新春子どもの声を聴く会」が催されました。午前中は、各小学校から６

年生が１名ずつ参加し、壇上から自分の思いや意見をスピーチしました。どの発表者も、その子の思い・願い、輝く個性が伝わっ

てくる表現で、すばらしい会でした✨ 

 細田小からは、６年生の酒井さんが出場しました。発表内容はもちろん大変よかったのですが、入退場の仕方や表情などもすば

らしかったです。発表した内容の概要をお知らせします。 

 

＜タイトル＞ 広がれ！私の未来 

＜発表の概要＞ 

私は「未来」という言葉を聞くと、努力次第でどんな色にも変えられる真っ白な画用紙を思い 

浮かべます。これまで失敗を恐れて自信が持てませんでしたが、自分を変えたいと思い、さま 

ざまなことに挑戦してきました・・・・。 

 

一つ目は、小村寿太郎国際塾への参加です。英語や外国の文化を学び、イベントを通して英語 

で話す楽しさを感じることができました。二つ目は、犬山市との姉妹都市交流に 2年連続で参 

加したことです。他県の魅力を知り、積極的に話しかけることでコミュニケーション力を高め 

ることができました・・・・。 

 

また、ピアノやバスケットボールにも取り組み、技術やチームワークの大切さを学んでいます。まだ将来の夢は決まっていません

が、挑戦を続けることで視野が広がり、未来の選択肢が増えると感じています。これからも困難を乗り越えながら、努力と挑戦を

続けていきたいと思います。 

６年 酒井 叶瑠さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育目標 

「自ら学び、進んで実践する児童の育成」 

きらきら輝く瞳・にこにこ笑顔・ぐんぐん挑戦 

～小さな学校の児童に、大きな力を～ 

 

〒８８９－３１５３ 

日南市大字萩之嶺１２００番地 

TEL ０９８７－２７－０５２０ 

FAX ０９８７－２７－２６６０ 

      学校のホームページもご覧ください→ 

２月 ３日（火）５・６年集合学習（大堂津小へ） 

   ９日（月）新１年生説明会 

  ２０日（金）２月参観日、ＰＴＡ奉仕作業 

  ２７日（金）お別れ遠足、弁当の日 

３月 ２日（月）創立記念集会（※創立記念日は２月２８日です） 

  １１日（水）第４回学校運営協議会 

  １７日（火）卒業式練習 

  ２５日（水）卒業式 

  ２６日（木）修了式、大掃除 

※現時点の予定です。期日は変更

になる場合もありますので、ご了

承ください。 

１月２６日（月）の朝、「給食に感謝する集会」を行いました。 

ゲストは、中央共同調理場の 野﨑 栄養教諭（飫肥小）です。

この集会のためにスライドを準備して来てくださり、子ども達へ

給食に関するお話をしていただきました。児童委員会からは給食

クイズの出題があり、学級からは調理に関わる方へのお礼の手紙

贈呈もありました。 

給食が、子どもの体と心を育んでいます。これからも、毎日の

給食に感謝し、美味しさを味わいながら食べてほしいものです。 

１月３０日（金）に、読み聞かせボランティアＧＡＹＡ（ガヤ）の皆さんによる今年度最後の読み聞かせがありま

した。子ども達のためにいつも良書を選んできてくださり、毎回子ども達も聞き入っています。本当にありがとうご

ざいます。全体での挨拶をした後に、４人の６年生が「自分達はこれで最後だ」と、全体とは別に挨拶に行きました。

一人一人がこれまでの読み聞かせ交流についてのお礼を述べました。 

翌週、ＧＡＹＡの皆さんから、「思いがけないお礼の挨拶に、大変感激しました。本当にありがとう。」と喜びのお

手紙をいただきました。子ども達にとってだけでなくボランティアの皆さんにとっても、大切な交流の場であったの

だとしみじみ思います。また、来年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 １月に体験入学で来ていた１年生のノアさん

が帰国しました。短い期間でしたが、子ども達

との交流が少しずつ深まりました。次の夏休み

にまた会えることを楽しみにしています。 


